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令和２年度 高井田苑事業計画  

                          障害者支援施設 高井田苑 

基本指針 
利⽤者の⼈権を尊重し、権利を擁護することを基本とし、利⽤者の⾃⼰選択・決

定に基づく利⽤者主体のサービス提供を目指す。 
1.利⽤者一⼈ひとりが持っているエンパワメントの視点で支援計画を作成し、地域
の様々な社会資源を活⽤しながら、利⽤者の QOL の向上が図れるよう支援する。 

2.施設は地域⽣活への準備の場として捉え、グループホームとも連携し、利⽤者が
地域での暮らしを実現できるよう支援する。 

3.施設利⽤者にとどまらず、地域で⽣活されている障がいのある方を支援できる施
設運営を目指す。 

4.利⽤者に質の⾼いサービス提供ができるよう支援者の専門性の向上と⼈材育成
に努める。 

 
利⽤者の概況（令和２年３月１日現在） 
１階利⽤者数 ⼥性利⽤者 １０名 男性利⽤者 1 名 
２階利⽤者数 男性利⽤者 １８名 
○男性  最年少年齢〜２８歳  最年⻑年齢〜５８歳  平均年齢 ４３.１歳 
○⼥性  最年少年齢〜３８歳  最年⻑年齢〜６５歳  平均年齢 ５１.０歳 
 
１ サービスの充実と高度な専門的ケアの提供について 
（1）1 階 1 グループ、2 階 2 グループとして、各グループに合わせた日中活動・日課

の⾒直しを⾏い利⽤者の QOL 向上を図る。 
（２）利⽤者の⾼齢化に備え、支援方法（介護技術含む）とハードの整備を進める。 
（3）日中活動の充実を図るために、新たな⽣活介護事業所の開所に向けて検討を図る。 
（4）給⾷提供方法の変更 

法⼈直営の給⾷提供により、利⽤者ごとの栄養ケア計画に基づき栄養管理を⾏う
とともに偏⾷のある利⽤者の支援等、利⽤者ニーズ（嗜好や障がい特性に配慮し
た）にあった⾷事の提供を⾏う。 

（5）余暇活動 
定期的に⾏う利⽤者⾃治会等で意⾒を聴き、⾷事会や⾏事を⾏う。 
 

【主な年間⾏事】 
４月 花⾒ 季節の⾏事を一緒に盛り上げ楽しむ。 
７月 武田塾納涼祭 武田塾納涼祭に参加し、野菜の販売も⾏う。 

８月 夏祭り（花火） 花火を楽しみながら、夕涼みの会（軽⾷の
提供）を開催する。 
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９月 ⾼井田苑祭 
家族会との懇親
会 

⾼井田苑敷地内で他事業所も含めた模擬店
販売を中⼼に⾏い、ボランティア等による
出し物を⾏う。 

１０月 
 

懇親旅⾏ 
 
グループ旅⾏ 

利⽤者とその家族も一緒に旅⾏に⾏き、親
睦交流を図る。 
⼩グループによる利⽤者の希望に合った旅
⾏を⾏う 

１１月 グループ旅⾏ 
大掃除 

利⽤者の希望にあった旅⾏計画を⽴てる。 
利⽤者・家族にも参加してもらい、苑内外
の掃除を⾏う。 

１２月 クリスマス会 利⽤者に企画から参加してもらい、季節の
⾏事を一緒に盛り上げ楽しむ。クリスマス
らしい軽⾷の提供も⾏う。 

 2 月 ＫＳＲ文化祭  
その他、折々にお楽しみ昼⾷会やイベントを開催。 
 
（6）資質の向上 

経験年数に応じて新任職員・中堅職員・リーダー職員・職種別の研修や、講師を
招いて⼩グルーブによる横断的なケアカンファレンスを⾏う。 
また、他施設(施設入所、⽣活介護、就労継続支援、グループホーム等)の⾒学も計
画的に積極的に⾏っていく。 

 
２ 人材の確保と育成の体制整備について 

良質なサービス提供体制の確保のためには、適正な⼈の配置は必要不可⽋である。
しかし、慢性的な⼈材不⾜の状況が続いており、現状改善するために以下の項目に
ついて実践していく。 

（1）リクナビ（インターネット求⼈）の活⽤ 
（2）ハローワーク、福祉⼈材センター主催の求職者フェア等の積極的な参加 
（3）社会福祉実習養成校や近隣大学に対して、定期的に情報交換を⾏い実習⽣・ボラ

ンティアの受入れから職員採⽤に繋げる。 
（4）キャリアアップ制度の構築 

各種資格取得（社会福祉⼠や介護福祉⼠、サービス管理責任者など）の奨励など
キャリアアップを計り、職員のモチベーションアップに繋げる。 

 
３ 地域福祉と社会貢献の推進について  
（1）グループホームひなたの多目的ホールの活⽤ 

・地域交流事業として、創⽴記念日、⾼井田苑祭などの時に市⺠講座や相談コーナ
ー（弁護⼠や医師を迎えて、子育てや障害について）を設け地域との交流と情報
提供に努めていく。 
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・災害時の支援拠点として避難所や福祉避難所など、柏原市・地域⾃治会と連携し
取り組みを進めていく。 

 
（2）在宅⽣活者への支援 

・相談支援事業所「さんねっと」と連携して在宅⽣活者のニーズ（短期入所サービ
ス・日中一時支援事業）に応えていく。 

・柏原市、松原市、藤井寺市、羽曳野市との虐待緊急一時保護受入れを継続する。 
・今年度より柏原市、藤井寺市との間で地域⽣活支援拠点に係る緊急時の受入れ業

務を請け負う。 
 

４．特別強化事業 
（1）新たな⽣活介護事業所の設置(継続) 

現在⾼井田苑では一部、⽣活の場と日中活動（働く場所）の場の区別が出来てお
らず⽣活空間の中で作業を⾏っている。新たに地域（柏原市内）で働く場所を設け
ることによって、場所と活動を関連付け、利⽤者に分かりやすくメリハリのある⽣
活環境の整備を進めていきたい。 

（2）日中活動の⾒直し 
  上記の活動を進めていくことを機に、改めて利⽤者の特性を活かすことのできる

日中活動の⾒直しを図り、一⼈ひとりに合ったサービスの充実を目指していく。 
 
５．施設・事業所のサービス 
（1）施設管理 

・建物の⽼朽化とともに各所設備の修理、交換が必要な箇所があり、快適な⽣活空
間を提供するため日頃からの清掃とメンテナンスを⾏う。 

（2）事業管理について 
①利⽤者の健康管理 

協⼒医療機関の協⼒を得て利⽤者の健康管理と病気の早期発⾒、早期治療に努め
る。 
毎週⽔曜日に⻭科往診を実施、⻭の治療及び⼝腔ケアを⾏うことでいつまでも⾃
⾝の⻭で⾷事を楽しむことが出来るように努める。 
月 2 回、協⼒医療機関（内科）往診での情報共有と医師によるアドバイスを受け

る。 
年 2 回健康診断を実施し、必要に応じて市の無料検診等の受診を⾏う。 

②栄養マネジメント 
各利⽤者の栄養健康状態に着目し、健康維持の増進、疾病またはその重症化の予
防等、適切な⾷事を提供するため管理栄養⼠による栄養マネジメントを引き続き
実施する。 

③施設入所支援 
・積極的に社会資源を活⽤した旅⾏や買い物など、ごく普通の社会経験の機会を
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提供することで、地域での⽣活を想定した支援を⾏う。 
・安⼼・安全な施設⽣活が送れるように、転倒時の緩衝材など⽣活空間の整備を

⾏う。 
④⾃治会活動 

利⽤者⾃治会で利⽤者から出た意⾒を元に、施設に対する意⾒や要望を組み入れ
たサービス提供を⾏う。 

 
６．日中活動支援 

【支援方針】 
・利⽤者の障がい特性にあった作業種目を提供し、作業を通じて達成感を感じ、

各利⽤者の⼒が発揮出来るよう支援する。 
・社会資源の活⽤を積極的に⾏い、地域との繋がりを感じられるように支援する。 
・様々な学習会を通じ学ぶことの楽しさと、それらを実践することによる達成感

を感じられるよう支援する。 
【活動内容】 
○⾼井田苑 

農耕班・リサイクル班・軽作業班・ベル班に分かれて作業を⾏う。 
より利⽤者の特性に応じた活動の機会を提供し、社会参加や就労意欲の向上を
図っている。 

○⾼井田苑すてっぷ 
・１２名の利⽤者が参加し、工賃アップを目標とし外部企業から受注する内職作
業を⾏う。 

・納品等にも同⾏し、⾃分たちが⾏っている作業がどのようなところから受けて
いるのかを⾒ることにより、責任感をもって作業に取り組める様に支援する。 

・工賃を使った買い物支援や一泊旅⾏を企画し、⾃⼰選択・⾃⼰決定と⾦銭管理
の支援を⾏う。 


